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15,000 ppm）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。 
15,000 ppm 投与群の雌雄各 1 例が死亡した。また、同群の雌雄各 1 例が、健康

状態の悪化のため、切迫と殺された。 

15,000 ppm 投与群の雌雄で一般症状（立毛、前屈姿勢、削痩、蒼白、呼吸困難、

振戦、不安定歩行及び嗜眠）、顕著な体重増加抑制、摂餌量減少、飲水量増加、RBC、

Hb、Ht 減少、Lym 又は Neu の増加、Glu 減少、尿比重減少、腎絶対及び比重量

増加、腎病変（腎の蒼白化、腎皮質瘢痕、腎尿細管好塩基性変化、腎尿細管拡張、

腎盂拡張）、小葉中心性肝細胞肥大、白脾髄細胞密度の増加、リンパ節の反応性変

化並びに胸腺細胞密度の減少が、同群の雌で BUN、T.Chol 増加、血色素尿及び腎

腫大が認められた。 

本試験において、15,000 ppm 投与群の雌雄で顕著な体重増加抑制等が認められ

たので、無毒性量は雌雄とも 3,000 ppm（雄：375 mg/kg 体重/日、雌：390 mg/kg
体重/日）であると考えられた。（参照 8） 

 
（４）90日間亜急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、2,500、5,000 及び 10,000 

ppm）投与による 90 日間亜急性神経毒性試験が実施された。 

10,000 ppm 投与群の雌で肝絶対及び比重量増加が、5,000 ppm 以上投与群の雄

で肝絶対重量増加が、2,500 ppm 以上投与群の雄で肝比重量増加が認められた。 

いずれの投与群でも、機能観察総合検査（FOB）、自発運動量、神経病理組織学

的検査において検体投与の影響は認められなかった。 

本試験において、2,500 ppm 以上投与群の雄で肝比重量増加が、10,000 ppm 投

与群の雌で肝絶対及び比重量増加が認められたので、無毒性量は雄で 2,500 ppm 未

満（149 mg/kg 体重/日未満）、雌で 5,000 ppm（350 mg/kg 体重/日）であると考

えられた。神経毒性は認められなかった。（参照 8） 

 

（５）90日間亜急性吸入毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 15 匹）を用いた吸入（原体：0、0.042、0.21 及び

1.01 mg/L、全身暴露、6 時間/日、6 日/週）暴露による 90 日間亜急性吸入毒性試験

が実施された。 
本試験において、1.01 mg/L 暴露群の雌雄で、肝及び甲状腺絶対重量増加、小葉

中心性肝細胞肥大が、同群の雄で甲状腺小型ろ胞増加及びろ胞上皮の丈の増加が認

められたので、無毒性量は、雌雄とも 0.21 mg/L であると考えられた。（参照 8） 

 

（６）28日間亜急性経皮毒性試験（ウサギ） 

NZW ウサギ（一群雌雄各 10 匹）を用いた経皮（原体：0、400、650 及び 1,000 
mg/kg 体重/日、6 時間/日、毎日投与）投与による 28 日間亜急性経皮毒性試験が実

施された。また、対照群及び最高用量群（1,000 mg/kg 体重/日）は、別に一群（雌
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（参照８）農薬抄録「エトフェンプロックス」
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28 日間反復吸入毒性試験に関する評価資料 

クロチアニジン 

 
Ⅰ．評価対象農薬の概要 

1. 物質概要 

 

化学名 
(E)―1―(2―クロロ―1,3―チアゾール―5―イルメチル) ―3―メチル

―2―ニトログアニジン  

分子式 C6H8ClN5O2S  分子量 249.7 CAS NO. 210880-92-5 

構造式 

 

 
 

 

2. 作用機構等 

クロチアニジンは、ネオニコチノイド系殺虫剤であり、作用機構は、昆虫

中枢神経系のニコチン性アセチルコリン受容体に対するアゴニスト作用であ

る。本邦における初回登録は 2001 年である。 
製剤は粉剤、粒剤、水和剤、水溶剤、液剤、マイクロカプセル剤が、適用

作物は稲、果樹、野菜、いも、豆、花き、樹木、芝等がある。 
原体の国内生産量は、248.4 t（20 年度※）、251.9 t（21 年度）、241.3ｔ（22

年度）であった。 
※年度は農業年度（前年 10 月～翌年 9 月）、出典：農薬要覧-2011-（（社）日本植物防疫協会）  

 
3. 各種物性 

クロチアニジンの各種物性を表１に示した。 
 

表１ クロチアニジンの物理化学的性状 

外観・臭気 白色粉末、無臭 蒸気圧 1.3×10-10 Pa（25℃） 
密度 1.6 g/cm3 オクタノール

／水分配係数 
logPow = 0.7（25℃） 

融点 177℃ 

沸点 
200℃で分解のため 

測定不能 
水溶解度 0.327 g/L（20℃） 
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Ⅱ．試験結果概要 

クロチアニジンの 28 日間反復吸入毒性試験の最終報告書に基づき、試験結

果の概要を以下のとおり整理した。 
 
SD 系ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた鼻部ばく露（原体の対照群並びに

低、中間及び高濃度ばく露群：0、0.105、0.317 及び 0.732 mg/ L）による 28
日間反復吸入毒性試験（6 時間/日、5 日/週）が実施された。平均ばく露濃度、

空気力学的質量中位径及び平均検体摂取量を表 2 に示す。 
 

表 ２ 28 日間反復吸入毒性試験（ラット）の平均ばく露濃度及び平均検体摂取量 

ばく露群 低濃度 中間濃度 高濃度 
平均ばく露濃度（mg/L） 0.105 0.317 0.732 
空気力学的質量中位径 

(MMAD，µm) 
4.3 2.5 2.6 

平均体重（g） 
雄 388 357 389 
雌 240 238 234 

平均検体摂取量 1) 
（mg/kg 体重/日） 

雄 22.6 69.3 158 
雌 24.8 74.9 174 

1）検体摂取量=平均ばく露濃度（mg/L）×平均呼吸量（L/分）*×1 日のばく露時間（分） 

             ばく露期間中の平均体重（kg）  
＊：Bide らの標準法による、平均呼吸量＝0.499×体重（kg）0.809 

 
検討項目として、一般状態、死亡率、体重変化、摂餌量、眼科学的検査、

血液学検査、血液生化学的検査、尿検査、臓器重量、肉眼的病理検査及び病

理組織学的検査が行われた。 
各投与群において認められた毒性所見は表 3 のとおりである。 
一般状態について、行動性の観察において、中間濃度群の雄及び高濃度群

の雌雄で運動量の軽度減少が認められたが、詳細な症状観察においては異常

が認められなかったため、毒性学的意義は低いものと考えられた。 
試験期間中の死亡例はなかった。 
摂餌量、眼科学的検査、血液学検査、血液生化学的検査及び尿検査では、

検体の吸入ばく露と関連する影響は認められなかった。 
体重変化については、ばく露開始時の体重に軽度のばらつきが見られたた

め、体重増加量を解析したところ中間及び高濃度群で対照群に比べ有意な体

重増加抑制が認められたが、低濃度群では極めて軽度であり毒性学的に意義

がないものと考えられた。 
臓器重量では、中間及び高濃度群で前立腺及び子宮重量、低濃度群で子宮

重量の減少が認められたが、いずれの臓器も肉眼及び病理組織学的変化が認

められなかったことから、毒性学的意義は低いものと考えられた。 
肉眼的病理検査では、中間濃度群の雌 1 例並びに高濃度群の雄 2 例及び雌 1

例に肺の局所的な暗調化が認められたが、吸入毒性試験で通常見られること
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から、偶発的変化であると考えられた。 
病理組織学的検査では、対照群の雄 1 例、低濃度群の雄 2 例及び雌 1 例、

中間濃度群の雄 2 例及び雌 1 例、並びに高濃度群の雄 3 例及び雌 2 例に、局

所の肺胞出血が認められたが、他に関連する病理変化を伴わなかったことか

ら、偶発的変化であると考えられた。 
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表３ 28 日間反復吸入毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

ばく露群

（mg/L） 
雄 雌 

高濃度

（0.732） 
・部分及び完全閉眼 
・体重増加抑制 

・排糞量の減少 
・部分及び完全閉眼 
・体重増加抑制 

中間濃度

（0.317） 

 
・体重増加抑制 
・部分閉眼 

・体重増加抑制 
・部分閉眼 

低濃度

（0.105） 
・毒性所見なし ・毒性所見なし 

 
以上の結果から、本試験における無毒性量は、雄では 0.105 mg/L

（22.6mg/kg 体重/日）、雌では 0.105 mg/L（24.8mg/kg 体重/日）と考えられ

た（表 4）。 
 

表４ 試験における無毒性量及び最小毒性量 

動物種 試験 
無毒性量（最小毒性量）（mg/kg 体重 /日）

最小毒性量で認められた所見 

ラット 
28 日間反復吸入毒

性試験（鼻部） 

雄：22.6（69.3）  
雌：24.8（74.9）  

 
雄： 

・体重増加抑制 
・部分閉眼 

 
雌：・体重増加抑制 

・部分閉眼 
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２８日間亜急性吸入毒性試験に関する評価資料 

―ジノテフラン― 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１. 物質概要 

 
化学名 (RS)-1-メチル-2-ニトロ-3-(テトラヒドロ-3-フリルメチル)グアニジン 

分子式 C7H14N4O3 分子量 202．21 CAS No. 165252-70-0

構造式 

 

 

２. 開発の経緯等 

ジノテフランは、ネオニコチノイド系殺虫剤である。作用機序は、昆虫の神

経伝達系に作用して麻痺を引き起こすことにより殺虫効果を発揮すると考えら

れている。本邦での初回登録は 2002 年である。 

製剤は粉剤、粒剤、水和剤、水溶剤、液剤が、適用作物は稲、果樹、野菜、

いも、豆、花き等として、登録されている。 

原体の生産量は、269.0 t（21 年度※）であった。 

※年度は農薬年度（前年 10 月～翌年 9 月）、出典：農薬要覧-2010-（（社）日

本植物防疫協会） 

 

３. 各種物性 

ジノテフランの各種物性を表 1 に示した。 

 

表 1 ジノテフランの物理化学的性状 

外観･臭気 白色結晶、無臭 蒸気圧 <1.7×10-6 Pa (30.0℃) 

密度 1.40 g/cm3  (20.0℃) オクタノール/水

分配係数 
logPow = －0.549(25℃) 

融点 107.5℃ 

沸点 208℃で分解のため測定不能 水溶解度 
4.0×104 mg/L 

(20.0℃、pH6.98) 
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Ⅱ．反復吸入毒性試験結果概要 

ジノテフランの 28 日間亜急性吸入毒性試験最終報告書に基づき試験結果の

概要を以下のとおり整理した。 

 

Wistar Hannovor 系ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた鼻部曝露（原体の低、

中間及び高濃度曝露群：0.22、0.66 及び 2.08 mg/L、高濃度は EPA 急性吸入毒

性カテゴリー４に設定）による 28 日間反復吸入毒性試験（6 時間/日、7 日/週）

が実施された。平均曝露濃度、空気力学的質量中位径及び平均検体摂取量を表

2 に示す。 

 

表 2 ラット 28 日間反復吸入毒性試験の平均曝露濃度及び平均検体摂取量 

曝露群 低濃度 中間濃度 高濃度 

平均曝露濃度（mg/L） 0.22 0.66 2.08 

空気力学的質量中位径 

（MMAD, μm） 
2.03 1.80 1.55 

平均体重（g） 
雄 231.6 236.2 230.5 

雌 180.2 179.6 182.8 

検体摂取量 1) 

（mg/kg 体重/日） 

雄 68.4 201.2 649.7 

雌 87.9 264.6 819.3 

1) ラットの平均呼吸量：0.2L/分、１気圧、20℃（食品安全委員会の
評価と同様、参考文献1参照） 

 

検討項目として、一般状態と死亡率、体重変化、摂餌量、眼科学的検査、血

液学検査、血液生化学的検査、尿検査、臓器重量、病理組織学的検査が行われ

た。  

本試験において毒性所見は認められなかった。 

試験期間中の死亡例はなかった。 

一般状態の観察では、背部の薄毛又は脱毛が 2.08 mg/L 曝露群の雄 4 例及び

雌 3 例、0.66 mg/L 曝露群の雄 1 例及び雌 5 例、0.22 mg/L 曝露群の雌 2 例並び

に対照群の雌 2 例に認められた。また、眼球突出が 2.08 mg/L 曝露群の雌 3 例

及び 0.66 mg/L 曝露群の雌 1 例に認められた。背部の薄毛又は脱毛は対照群を

含む全群にみられ、曝露時の拘束ストレスなどに起因する変化であると考えら

れた。また、眼科学的検査では異常は認められなかった。これらのことから、

背部の薄毛又は脱毛及び眼球突出は毒性学的意義がないものと考えられた。 

摂餌量については、統計学的に有意な変化ではないものの、雄の全曝露群で

第 1～2 週に、対照群と比べて 4.3～10.7 ％の低下が認められ、2.08 mg/L 曝露
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群では第 3 週に同様の低下が認められた。体重に関しては、第 1 週に雄の全曝

露群で対照群と比べて有意な体重増加抑制が認められた。さらに、2.08 mg/L

及び 0.66 mg/L 曝露群では全期間を通して有意な体重増加抑制が認められたが、

一時的なものであり、摂餌量の低下と関連するもので、毒性学的意義が低いも

のと考えられた。 

眼科学的検査、血液学検査、血液生化学的検査、尿検査、臓器重量、病理組

織学的検査では、検体の吸入曝露と関連する影響は認められなかった。 

以上に基づき本試験における無毒性量は、雌雄ともに最高用量の 2.08 mg/L

（雄：649.7 mg/kg 体重/日、雌：819.3 mg/kg 体重/日）と考えられた（表 3）。 

 

表 3 試験における無毒性量及び最小毒性量 

動物種 試験 
無毒性量（最小毒性量）(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量で認められた所見 

ラット 

28 日間 

反 復 吸 入 毒 性

試験（鼻部） 

雄 ： 649.7  (－) 

雌  ： 819.3  (－) 

吸入による毒性所見なし 

 

なお、EPA の評価書（参考文献 2）では、雄で認められた体重増加抑制及び摂

餌量の低下、並びに雌で認められた眼球突出は毒性学的意義があると考察し、

無毒性量を雄では＜0.22 mg/L（60 mg/kg 体重/日）、雌では 0.22 mg/L（60 mg/kg

体重/日）としている。 

 

＜参考文献＞ 

1. 食品安全委員会農薬評価書「1－メチルシクロプロペン」 

（URL: http://www.fsc.go.jp/iken-bosyu/pc1_nouyaku_1-methylcyclopro_210827.pdf） 

2. EPA Pesticide Fact Sheet：Dinotefuran（2004） 
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28 日間反復吸入毒性試験に関する評価資料 

フェリムゾン 

 
Ⅰ．評価対象農薬の概要 

 

1. 物質概要 

化学名 
(Z)―2’―メチルアセトフェノン＝4,6―ジメチルピリミジン―2 イルヒ

ドラゾン  

分子式 C15H18N4  分子量 254.3 CAS NO. 89269-64-7 

構造式 

 

 

2. 作用機構等 

フェリムゾンは殺菌剤であり、作用機構は、いもち病菌等の膜の物質透過

機能又は脂質生合成系に作用し菌糸生育及び胞子形成を阻害すると考えられ

ている。本邦における初回登録は 1991 年で、製剤は粉剤及び水和剤が、適用

作物は水稲がある。 
原体の国内生産量は、270.1 t（20 年度※）、240.1 t（21 年度）、241.7 t（22

年度）であった。 
※年度は農業年度（前年 10 月～翌年 9 月）、出典：農薬要覧-2011-（（社）日本植物防疫協会）  

 
3. 各種物性 

フェリムゾンの各種物性を表１に示した。 
 

表 1 フェリムゾンの物理化学的性状 

外観 白色粉末、無臭 蒸気圧 4.1×10―6 Pa（20℃） 

密度 0.66 g/cm3 (20℃) オクタノール /
水分配係数 

logPow = 2.9（25℃） 
融点 174℃  

沸点 昇華するため測定不能 水溶解度 0.208 g/L（20℃） 
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Ⅱ．試験結果概要 

フェリムゾンの 28 日間反復吸入毒性試験の最終報告書に基づき、試験結果

の概要を以下のとおり整理した。 
 
SD 系ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた鼻部ばく露（原体の対照群並びに

低、中間及び高濃度ばく露群：0、0.218、0.779 及び 2.19 mg/ L）による 28
日間反復吸入毒性試験（6 時間/日、5 日/週）が実施された。平均ばく露濃度、

空気力学的質量中位径及び平均検体摂取量を表 2 に示す。 
 

表 2 28 日間吸入毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 
ばく露群 低濃度 中間濃度 高濃度 

平均ばく露濃度（mg/L） 0.218 0.779 2.19 

空気力学的質量中位径 
(MMAD，µm) 

3.3 3.0 3.8 

平均体重（g） 
雄 361 382 367 

雌 258 254 256 

平均検体摂取量 1)

（mg/kg 体重 /日）

雄 47.6 168 475 

雌 50.7 182 509 
1）検体摂取量=平均暴露濃度（mg/L）×平均呼吸量（L/分）*×1 日の暴露時間（分）  

             ばく露期間中の平均体重（kg）  
＊：Bide らの標準法による、平均呼吸量＝0.499×体重（kg）0.809 

 
検査項目として、一般状態、死亡率、体重変化、摂餌量、眼科学的検査、

血液学検査、血液生化学的検査、尿検査、臓器重量、病理学的検査及び病理

組織学的検査が行われた。 
各投与群において認められた毒性所見は表 3 のとおりである。 
試験期間中の死亡例はなかった。 
体重変化、摂餌量、眼科学的検査、血液学検査、血液生化学的検査、尿検

査、臓器重量、肉眼的病理検査では、検体の吸入ばく露と関連する影響は認

められなかった。 
病理組織学的検査では、すべての投与群の雌雄において気管分岐部に軽微

な萎縮又は軽微な化生が認められたが、これらの所見は生体の炎症や過形成

等の毒性変化を伴わない適応性変化と考えられ、明らかな用量相関性がない

又は、対照群でも認められることから、毒性学的意義はないと考えられた。

喉頭部においては投与群の雌雄に軽微又は軽度の扁平上皮化生が認められた。

同部位は気道上皮と扁平上皮の移行部にあり、軽微な化生は有意性の判定が

困難であることから、雄の中間濃度以上と雌の高濃度群に認められた軽度以

上の明らかな扁平上皮化生について毒性変化と考えられた。 
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表 3 28 日間吸入毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

ばく露群

（mg/L） 
雄 雌 

高濃度

（2.19） 

・運動量の軽度減少 
・喉頭部気道上皮の軽度の扁平上皮

化生 

・運動量の軽度減少 
・部分及び完全閉眼 
・呼吸数の減少 
・喉頭部気道上皮の軽度の扁平上皮

化生 

 

中間濃度

(0.779) 

・運動量の軽度減少 
・喉頭部気道上皮の軽度の扁平上皮

化生 

・運動量の軽度減少 
・部分及び完全閉眼 

 

低濃度

(0.218) 

・毒性所見なし 

 

・毒性所見なし 

 

 
以上の結果から、本試験における無毒性量は雌雄とも 0.218 mg/L（雄

47.6mg/kg 体重/日、雌 50.7mg/kg 体重/日）と考えられた（表 4）。 
 

表 4 試験における無毒性量及び最小毒性量 

動物種 試験 
無毒性量（最小毒性量）（mg/kg 体重 /日） 

最小毒性量で認められた所見 

ラット 
28 日間反復吸入毒

性試験（鼻部） 

雄：47.6（168）  
雌：50.7（182）  

 
雄：運動量の軽度減少、喉頭部気道上皮の軽

度の扁平上皮化生 
雌：運動量の軽度減少、部分及び完全閉眼 
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28 日間反復吸入毒性試験に関する評価資料 
フサライド 

 
Ⅰ．評価対象農薬の概要 
1. 物質概要 
 

化学名 4,5,6,7―テトラクロロフタリド 

分子式 C8H2Cl4O2 分子量 271.9 CAS NO. 27355-22-2 

構造式 

 
 
 
 

 

 
2. 作用機構等 

フサライドは、ラクトン環を有する殺菌剤であり、作用機構は、稲いもち病菌

付着器の稲体への侵入能を特異的に阻害することである。本邦における初回登録

は 1970 年である。製剤は粉剤、粉粒剤及び水和剤が、適用作物は稲がある。 
原体の国内生産量は、0.4 t（20 年度※）、輸入量は、137.0 t（21 年度）、290 t

（22 年度）であった。 
※年度は農業年度（前年 10 月～翌年 9 月）、出典：農薬要覧-2011-（（社）日本植物防疫協会）  

 
3. 各種物性 

フサライドの各種物性を表１に示した。 
 

表 １ フサライドの物理化学的性状 

外観・臭気 白色粉末、無臭 蒸気圧 2.7×10-6 Pa（23℃） 
密度 1.93 g/cm3 オクタノール

／水分配係数 
logPow = 3.17（25℃） 

融点 212～213℃ 

沸点 
386℃ 

（102 kPa） 
水溶解度 0.462 mg/L（20℃） 
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Ⅱ．吸入毒性試験結果の概要 

フサライドの 28 日間反復吸入毒性試験の最終報告書に基づき、試験結果の概

要を以下のとおり整理した。 
 
SD 系ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた鼻部ばく露（原体の対照群並びに低、

中間及び高濃度ばく露群：0、 0.21、1.10 及び 4.90 mg/ L）による 28 日間反復

吸入毒性試験（4 時間/日、7 日/週）が実施された。平均ばく露濃度、空気力学的

質量中位径及び平均検体摂取量を表 2 に示す。 
 
表 ２ 28 日間反復吸入毒性試験（ラット）の平均ばく露濃度及び平均検体摂取量 

ばく露群 低濃度 中間濃度 高濃度 
平均ばく露濃度（mg/L） 0.21 1.10 4.90 
空気力学的質量中位径 

(MMAD，m) 
2.0 2.0 4.2 

平均体重（g） 
雄 384 366 367 
雌 254 247 244 

平均検体摂取量 1) 
（mg/kg 体重/日） 

雄 30.2 160 710 
雌 32.7 173 768 

1) 検体摂取量= 
平均ばく露濃度（mg/L）×平均呼吸量（L/分）*×1 日のばく露時間（分）

ばく露期間中の平均体重（kg）  

＊：Bide らの標準法による。平均呼吸量＝0.499×体重（kg）0.809 

 
検討項目として、一般状態、死亡率、体重変化、摂餌量、眼科学的検査、血液

学検査、血液生化学的検査、尿検査、臓器重量、肉眼的病理検査及び病理組織学

的検査が行われた。 
各投与群において認められた毒性所見は表３のとおりである。 
試験期間中の死亡例はなかった。 
一般状態、眼科学的検査及び尿検査では、検体の吸入ばく露と関連する影響は

認められなかった。 
血液学検査では、高濃度群の雌雄で、網赤血球数の減少が認められたが、その

他の赤血球パラメータの変化や骨髄の病理組織学的変化は認められなかったため、

毒性学的意義は低いものと考えられた。 
血液生化学的検査では、全投与群の雌雄にアラニンアミノトランスフェラーゼ

（ALT）の減少が認められたが、毒性を示す変化とは逆方向の変化であるため、

毒性学的意義は低いもの考えられた。また、中間濃度群の雄及び高濃度群の雄で

トリグリセライド（TRIG）の減少が認められたが、背景データの範囲内であるこ

とから、毒性学的意義は低いものと考えられた。 
  病理組織学的検査では、中間濃度群の雌で泡沫状マクロファージの蓄積の発現

が増加したが、肺重量に変化がないことから、毒性学的意義は低いものと考えら

れた。 
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表３ 28 日間反復吸入毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

ばく露群

（mg/L） 
雄 雌 

高濃度 
(4.90) 

・体重増加抑制 
・摂餌量減少 
・肺重量（絶対、相対）の増加 
・肺泡沫状マクロファージ蓄積増加

・気管気管支リンパ節の肥大 
・気管気管支リンパ節のリンパ球過

形成 
・鼻腔嗅上皮の萎縮 

・体重増加抑制 
・摂餌量減少 
・肺重量（絶対、相対）の増加 
・肺泡沫状マクロファージ蓄積増加 
・気管気管支リンパ節のリンパ球過

形成 
・鼻腔嗅上皮の萎縮 

中間濃度 
(1.10) 

・体重増加抑制 
・摂餌量減少 
・肺重量（相対）の増加 
・肺泡沫状マクロファージ蓄積増加

・毒性所見なし  

低濃度 
(0.21) 

・毒性所見なし ・毒性所見なし 

 
以上の結果から、本試験における無毒性量は、雄では 0.21 mg/L（30.2mg/kg 体

重/日）、雌では 1.10 mg/L（173mg/kg 体重/日）であると考えられた（表４）。 
 

表 ４ 試験における無毒性量及び最小毒性量 

動物種 試験 
無毒性量（最小毒性量）（mg/kg 体重/日） 
最小毒性量で認められた所見 

ラット 
28 日間反復吸入毒

性試験（鼻部） 

雄：30.2（160） 
雌：173（768） 
 
雄：・体重増加抑制 

・摂餌量減少 
・肺重量（相対）の増加 
・肺泡沫状マクロファージ蓄積増加 

雌：・体重増加抑制 
・摂餌量減少 
・肺重量（絶対、相対）の増加 
・肺泡沫状マクロファージ蓄積増加 
・気管気管支リンパ節のリンパ球過

形成 
・鼻腔嗅上皮の萎縮 
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４．２ トリクロルホン 

４．２．１ 構造式、物理化学的性質等の情報 

 
分子量：257.4 
融点 ：83-84℃* 沸点：100℃* 
蒸気圧：2.1×10-4Pa （20℃） 

 
 

４．２．２ 試験結果 

環境省が平成 17 年度に実施した「自治体における街路樹、公園緑地等での防

除実態調査」の結果、街路樹や公園等の市街地における使用実績が多い農薬と

して、平成 20 年度においては、トリクロルホンのラットにおける 28 日間全身

ばく露吸入毒性試験を実施し、その生体影響を調査した。 

本試験は、OECD テストガイドライン 412 に準拠し、被験物質投与群 3 群と

対照群 1 群の計 4 群で、各群雌雄とも 10 匹とし、合計 80 匹を用いた。被験物

質の投与は、トリクロルホン水溶液のミストを 1 日 6 時間、1 週 5 日間で 28 日

間（4 週間）、動物に全身ばく露条件下で吸入ばく露することにより行った。投

与濃度は、雌雄とも 0（対照群）、10、30、100 mg/m3とした。観察、検査とし

て、一般状態の観察、体重及び摂餌量の測定、血液学的検査、血液生化学的検

査、アセチルコリンエステラーゼ活性の測定、リンパ球サブセットの測定、剖

検、臓器重量測定、病理組織学的検査及び血液中のトリクロルホン濃度（主要

代謝物を含む）の測定を行った。 

     投与群（10 mg/m3群、30 mg/m3 群、100 mg/m3群）の吸入チャンバー内トリ

クロルホン濃度の実測値は、10.0、30.2、101.0 mg/m3、ミスト粒子の空気動力

学的質量中位径（MMAD）と幾何標準偏差σg は、1.8～2.8 μm、1.9～2.1 であ

り、OECD テストガイドライン 412 の基準値（MMAD：1～3μm、σg：1.5～

3.0）内であった。 

トリクロルホンのばく露の結果、動物の死亡はみられず、一般状態の観察、

体重及び摂餌量の測定、血液学的検査、血液生化学的検査、リンパ球サブセッ

トの測定、剖検観察、臓器重量の測定及び病理組織学的検査では、トリクロル

ホンの毒性影響と思われる変化はみられなかった。 

赤血球、血漿中及び脳のアセチルコリンエステラーゼ活性の測定では、統計

学的に有意な活性の低下が、雄では血漿で全投与群、脳と赤血球で 30 mg/m3

以上の群に、雌では脳と血漿で 30 mg/m3以上の群にみられた。これらのうち、

雄の 100 mg/m3群の赤血球アセチルコリンエステラーゼ活性では、統計学的に

有意で、かつ 20%以上の阻害（25%の活性低下）がみられた。この変化を WHO

のガイドラインで示された毒性影響と考え、本試験におけるトリクロルホンの

ラットに対する 4 週間吸入ばく露による無毒性量（NOAEC）は、赤血球のアセ 

 

 
* 国際化学物質安全性計画 環境保健クライテリア（http://www.inchem.org/pages/ehc.html） 
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ÅhrìÄÅÏGiº®�7IÕÚ¯ÝÏË{Ïh100 mg/m3 »­®�½|


�Gi¯°`tuaFvdÕrìÄÅÏÕhrìW�®�7IÕ%X­×ÝÏË

C4��i­×O 2,2-XuaaY_FX�bFv�]^w` DDVP$®�½
|
ÀÑÅ7ÂÃ»¯°
rìÄÅÎ¯ÝÏË 
 
T2�2& ��pqLMNOrs 
6��pqLMÀÁ�"ÄÅh[\ÕrsÄÅÏVZ��[í�\]q16

Rwcò�rw-.rdáàL¡O SD H�` O»�½¾ 10 ¿$´ÃÀÏ
28 1ø23����@A @A®¯�1 1 6 ·øh1 ¹ 5 1ø7�X¦§¨Ë
¦§¨W��0h10h30:; 100 mg/m3Ë�g#r�?0�=Ì:;OPe�h

«Öh`àQhoyl<r�hoy=kl<r�hnop#oq:;m7òr

bFstd��hHàtý�hoy#|}:;z{7td~pz�r�`hì

jl<r�hoyV7�AimW�Ë2009 �Ë$LMÀÁh100 mg/m3»7½

­nopstd��hHàtý�LL�l<LÛè­h̄ Ê 20%�æ7ãíÕ
Ï}°ÅÏÔ|¯°hP��Q NOAEC$´½­ 30 mg/m3h�­ 100 mg/m3

|·ÏË 
ÎMh����LMÀÁ��Gi»�GiÈ7��Z[®Ï}°ÅÎ¯ÝÏ

 �� �âÅ$Ë 
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